
⾏財政改⾰第３期プログラムの策定に当たり御意⾒をいただきたい事項
項 ⽬ 現状・課題 御意⾒をいただきたいポイント

総
論 を踏まえて取組を進めるべ

き行財政改革の方向性

●少子高齢化の進展や公共施設の老朽化などの課題に加え、新型コロナ
ウイルス感染症を ・増大
化が見込まれる一方、新型コロナによる景気の落込みやふるさと納税の
影響によるこれまでにない厳しい財政環境が続くことが想定される状況

●従来からの課題に加え新型コロナの影響がある中で、
期的な社会経済動向を踏まえ、今から取り組むことが望まし
い行財政改革の取組
●持続可能な行財政運営を行う上で留意すべき点

財
源

②歳出削減や財源確保のア
イデアについて

●新型コロナウイルス感染症やふるさと納税の影響による減収や扶助費
などの経費の増等があり、市の財政状況はこれまでに厳しい状況
●行政の発想による「歳出削減策」や「歳入確保策」に限界

●歳出 「仕組み」のアイデア
●歳出
の事例 等

市
民
ニ
ー
ズ
・
サ
ー
ビ
ス

③新型コロナを契機とした
●新型コロナウイルス感染症を契機とし、社会のデジタル化やリモート
ワークなどの勤務形態の変化、非対面・非接触型のサービス提供など、

●
えること

●（委員の立場から）新型コロナウイルス感染症を契機とし

●
ように取り組むべきと考えるか

④施設
ビスのあり方の検討を進め
る課題について

●
題の進捗管理等について

●毎年度の評価時に、検討プロセスを詳細に示すことや年度
ごとの「到達水準」や「到達目標」を設定することのほか、
適切な進捗管理を行う上で、必要なポイント

人
材
育
成
・
意
識
改
革

⑤職員の人材育成・意識改
革について

●第２期プログラムでは、職員の人材育成や意識改革に係る課題に対し、
OJTや研修、人事異動等による取組を進め、アンケート等を活用した成
果指標等を用いて、効果測定をしているが、客観性に乏しい状況
●また、今後急速に進展すると見込まれる社会・行政のデジタル化に対
応する人材の育成・確保が喫緊の課題

●人材育成や意識改革の取組を客観的に評価できる成果指標
●社会や行政のデジタル化に対応できる人材像と育成・確保
策

⑥職員のコスト意識やコン
プライアンス意識の向上に
ついて

●各職場を起点とした日々の業務改善や事業の見直しを通じ、職員の意
識改革を図っているが、（特に、財源を確保するための改革を進めるた
めには、）職員のコスト意識をより一層高めることが課題
●R2年度から内部統制の取組を開始し、組織整備等によるチェック体
制等の強化やリスクチェックリストの導入、研修の実施等を行っている
が、事務ミスや不祥事が増加傾向にあり、コンプライアンス意識の向上
が喫緊の課題

●職員一人ひとりのコスト意識やコンプライアンス意識を向

進事例 等

継
続

案
件

⑦第２期プログラムにおけ
る課題の第３期プログラム
への引継ぎについて

●第２期プログラムにおいて、「一定の効果があったものの課題が残る
改革課題（評価C）」や「効果が発現しない改革課題（評価Y）」の第
３期プログラムへの引き継ぎ方法について

●第２期プログラムにおいて、「C」や「Y」となることが見
込まれる課題を第３期プログラムに継続する際の課題設定の
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